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第
２
は
「
防
災
安
全
対
策
の
充
実
」

　

私
は
、
町
民
の
生
命
や
財
産
を
守
り
、
安

全
・
安
心
な
生
活
を
確
保
す
る
こ
と
が
、
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
何
よ
り
も
大
切
と

考
え
、
こ
れ
ま
で
防
災
・
減
災
に
関
す
る
施

策
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
町
は
、
昨
年
12
月
に
施
行
さ
れ
た
「
南

海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
特
別
措
置
法
」
に
基
づ

き
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
他
市
町
と
と
も
に
「
南

海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
」
の
指

定
を
受
け
、
こ
れ
に
伴
い
今
後
、
国
や
県
の

基
本
計
画
に
基
づ
く
「
推
進
計
画
」
を
作
成

す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
12
月
に
公
表
さ
れ
た
山
口
県

の
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
に
よ
る
津
波
浸

水
想
定
に
お
い
て
、
本
町
の
最
高
津
波
水
位

は
小
松
港
で
３
・
７
メ
ー
ト
ル
、
到
達
時
間

は
１
７
３
分
、
安
下
庄
港
で
３
・
３
メ
ー
ト

ル
、
到
達
時
間
は
１
６
９
分
と
予
想
さ
れ
、

町
内
に
お
け
る
１
メ
ー
ト
ル
以
上
の
浸
水
面

積
は
２
０
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
推
計
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
津
波
浸
水
想
定
を
ふ
ま
え
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
避
難
す
る
こ

と
で
被
害
を
最
小
化
す
る
「
減
災
」
に
向
け

た
取
り
組
み
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
震
だ
け
で
な
く
、
近
年
、
台
風

や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
国
内

外
で
頻
繁
に
発
生
す
る
と
い
う
状
況
の
中
、

ど
の
よ
う
な
災
害
時
に
お
い
て
も
被
害
を
少

し
で
も
小
さ
く
す
る
た
め
に
は
、「
自
助
」

で
あ
る
災
害
へ
の
備
え
、「
共
助
」
で
あ
る

地
域
の
支
え
合
い
が
必
要
不
可
欠
で
、
自
主

防
災
組
織
へ
の
支
援
を
継
続
し
、「
公
助
」

と
連
携
し
た「
自
助
」と「
共
助
」に
よ
る「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い

う
地
域
の
き
ず
な
と
防
災
力
強
化
の
取
り
組

み
を
よ
り
一
層
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

第
３
は
「
健
康
づ
く
り
」

　

生
涯
に
わ
た
り
、
社
会
に
参
画
し
、
い
き

い
き
と
人
生
を
送
る
た
め
に
は
、
年
齢
に
か

か
わ
ら
ず
、
健
康
で
自
立
し
た
暮
ら
し
が
で

き
る
こ
と
が
重
要
で
、
社
会
の
活
力
の
増
進

や
、
社
会
保
障
費
の
軽
減
と
町
民
負
担
の
軽

減
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
疾
病
の
早
期

発
見
、
早
期
治
療
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
ら
が

積
極
的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
生
活

習
慣
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
疾
病
を
予
防

し
、
健
康
レ
ベ
ル
の
向
上
を
図
り
、
健
康
寿

命
の
延
伸
を
目
指
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
検
診
の
受
診
率
を

高
め
る
と
と
も
に
、
健
康
づ
く
り
に
必
要
な

情
報
の
提
供
を
行
い
、
住
民
と
行
政
が
協
力

し
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
３
つ
の
重
要
課
題
へ
の
取
り
組
み

と
、
私
が
従
来
か
ら
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し

た
地
域
に
密
着
し
た
事
業
を
中
心
に
、
決
し

て
臆
す
る
こ
と
な
く
果
敢
に
課
題
解
決
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま

す
。

○防災に関する事業
・防災備蓄倉庫整備事業

（笠佐島、前島、浮島、情島）　　
　　 　　　　２, ２５０万円

再 編 交 付 金 で 事 業 を 実 施 し ま し た
　平成 19年度から、「駐留軍等の再編の円滑な実施に関する特別措置法」第６条の規定により、在日米
軍再編による住民生活の安全に及ぼす影響が増大する市町村に対し、公共施設の整備、住民生活の利便性
向上や産業の振興に寄与する事業を対象に、国から再編交付金が交付されています。周防大島町には、平
成 25年度に１億１, ０４９万２千円が交付され、次の事業を実施しました。

▲防災備蓄倉庫（笠佐島） ▲明新小学校屋内運動場

○教育、スポーツおよび
　文化の振興に関する事業

・明新小学校屋内運動場改築事業　　
　　　　　　８, ７９９万２千円

《※表紙に掲載した町制誕生 10周年シンボルマークは浮島出身のデザイナー新村則人さんが考案しました。》


